




概 要
タイトル： The Master of Wheelchair Slalom  

－最速の教授は誰だ！？－

内 容 ： 本企画は、各大学の教授の皆様を対象に開催します。
64 JARM 2027 函館 の特別ルールでの車いすスラロームレースです。

➣ 規定のコース・ルールで車いす走行を撮影していただき、ご提出いただいた
動画の審査によって上位入賞者を決定する方式で行います。

➣ 依頼状のURL、QRコードより自己最速の動画のアップロードをお願いします。

➣上位入賞者の皆様には、豪華賞品と懇親会でのエキシビションレースをご予定
しております。

参加対象： 各大学の教授



ルール（準備）
①車いす： 車種は自由です。

標準型、電動、スポーツ車など

②ポール： ポールまたは代用可能な物であれば可です。

例

公式ポール コーン マーカーコーン 治療用いす セラピーロールなど

③その他： 巻尺、(ライン)テープまたは代用となる線など。



ルール（コース設定）
① 会 場 ： コース全体が設定できる面積があればどこでも可。

②レイアウト： ➣ コース図を参照ください。

・Startラインを引いてください。

・ポール間(端－端)の距離を測定し設置してください。

・Finishラインを引いてください。

ポール ポール

ポール

ポール

150
㎝

130
㎝



コース

Start Finish
⑤④

③

②

③

①

150
cm

150
cm

150
cm

150
cm

150
cm

③の前で
後ろ向きに
変える

前向きゾーン 後向きゾーン
前 後
方向転換
ゾーン

前向き ・

方向転換 ～ 間で行う。

後向き ・ ・

① ②

③ ④ ⑤

※ポールの距離は各150cm、 の幅は130㎝。

※ ・ は左右どちらから進入しても良い。

※シングル ・ ・ ・ はそれぞれ1周する。

※ は後ろ向きの状態で通過する。
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コースレイアウト

リハビリ室などでも
ちょいと片して実施可能(^▽^)/
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ルール（競技）

服装は自由です(^^)
仮装でのご参加も大歓迎です(^^)

①駆動は手漕ぎでお願いします。

②シングルポールは1周回って下さい。

③タイムの測定は前輪がラインを越えたらStart・Finishといたします。

④ポールに身体または車いすが触れた場合は、1秒のペナルティ加算を行います。



動画撮影のお願い
①スマートフォン等では、必ず横向き（水平）にして撮影をお願いします。

※固定カメラでなくても良い。

②Start・Finishでは、前輪が見える画角での撮影をお願いします。

③撮影はカット割りはせず、一連の動画でお願いします。



動画のアップロードについて
①別途ご案内いたしました依頼状のURLおよびQRコードから専用ページに
アクセスしていただき、動画ファイルをアップロードをお願いいたします。

②画面の案内に従って、「名前」に大学名と教授のお名前、「メールアドレス」

に教授または代理の方のご連絡先メールアドレスをご入力ください。



練習回数の制限なし！

納得いくまでチャレンジしてください！
※実行委員のタイムは40秒～50秒

皆さまの最速動画をお待ちしております！！

ベストタイムはもちろん、ベストドレッサー賞、インプレッシブ賞、

グッドチェアスキル賞など様々な賞を用意しております(^▽^)

エントリー期間は

今日から2027/3/31まで
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